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候
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［
用
語
］ 

道
奉
行
…
元
禄
六
（16

93

）
年
七
月
、
幕
府
の
上
水
管
理
の
部
局
は
道
奉
行
に
移
り
新
規
に
同
心
が

つ
き
、
上
水
奉
行
と
も
呼
ば
れ
た
。 

縦
た
と
え

…
仮
令
、
縦
令
と
も
表
す
。 

さ
わ
り
…
障
り
。
支
障
。 

委
…
く
わ
し
く
。
つ
ぶ
さ
に
。 

［
解
説
］ 

 

今
回
は
第
十
二
回
目
の
講
座
『
玉
川
上
水
』
の
後
半
部
分
で
す
。
御
上
水
道
奉
行
が
見
廻
り
の
際
、

人
足
・
か
ま
・
く
わ
等
を
所
望
す
れ
ば
、
た
と
え
畑
で
農
作
業
を
し
て
い
て
も
そ
の
手
を
止
め
上
水

の
仕
事
を
優
先
し
ま
す
。
僅
か
で
あ
っ
て
も
上
水
に
支
障
を
き
た
し
て
は
な
ら
ず
、
他
所
者
が
上
水

に
入
り
悪
事
を
働
く
こ
と
が
あ
れ
ば
取
り
締
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
子
供
や
召
使
等
ま
で

詳
し
く
言
い
聞
か
せ
、
こ
れ
に
背
く
者
が
ど
の
よ
う
な
罰
を
受
け
よ
う
と
も
お
恨
み
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
足
」
は
「
ロ
＋
マ
」
の
様
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ

が
典
型
で
す
。

「
時
分
」
の
「

」
は
「
時
」
の
略
字
で
頻
出
し
ま
す
。
ま
た
、
前
回
紹

介
し
た
変
体
仮
名
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

「
く
王 わ

」
は

「
重
」
の
様
に
、

「
可 か

ま
」
は
「
う
ま
」
の
様
に
見
え
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。「
か
」
は
他
に
「
加
」「
歌
」「
駕
」

「
賀
」「
家
」「
佳
」「
香
」
な
ど
数
種
類
で
表
記
さ
れ
ま
す
が
、
大
か
た
「
加
」「
可
」
が
使
わ
れ
ま

す
。

「
少
も
」
の
「
少
」
は
「
お
」
の
様
に
も
見
え
ま
す
が
、
こ
の
形
が
一
般
的
な
く
ず
し

方
で
す
。
今
回
は
変
体
仮
名
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま
し
た
。
古
文
書
に
慣
れ
る
ま
で
仮
名
と
漢
字
が

判
別
し
づ
ら
い
で
す
が
、
次
第
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
学
習
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


